
いちごハートねっと事業　会長　塩澤達俊、
入選者　八木沢ひろみさん

ロゴマーク授賞式の様子

月号

いちごハートねっと事業とは
　栃木県内の社会福祉法人（施設）がみんなで取り
組む「地域における公益的な取組」のことです。
　地域において様々な「生活のしづらさ」を抱えな
がらもどうしてよいかわからずお悩みの方や必要な
支援が受けられない方、孤立している方などに対し、
社会福祉施設の持つノウハウや機能、ネットワーク
を生かし、福祉に関する総合的な相談に応じる「おこまり福祉相談」や各社会福祉施設が特性を活かして
取り組む様々な「あんしん支援事業」を実施し、サポートしていきます。
　一期一会の出会いを大切にして地域の暮らしをネットワークで支えます。
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22
年
の
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」

は
10
月
１
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
ま

た
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い

か
ら
は
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
の
募

集
・
登
録
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
情
報

支
援
ス
タ
ッ
フ
」
へ
の
関
心
は
高
く
、

県
内
外
か
ら
６
１
０
人
の
登
録
が
あ
り

ま
し
た
。
21
年
度
に
は
、
養
成
講
座
を

実
施
し
、「
手
話
」「
筆
談
・
手
書
き
要

大
会
の
成
功
に
向
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
へ

【2022 年の大会から】陸上競技場で進行状況を手話で伝える情
報支援スタッフ

【2022 年の大会から】室内競技場の情報保障席で進行状況を手
話で伝える情報支援スタッフ

特 集 1

「
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」の
レ
ガ
シ
ー
継
承

県
内
各
地
で
「
い
ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
展
開

ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
は
、
同
月
29

日
か
ら
31
日
に
か
け
て
県
内
各
地
を
会

場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

の
都
道
府
県
か
ら
た
く
さ
ん
の
選
手
・

役
員
が
訪
れ
、
各
会
場
は
多
く
の
観
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

両
大
会
に
備
え
、
本
会
は
、
実
行
委

員
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
と
ち
ぎ

視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
18

年
4
月
か
ら
22
年
11
月
ま
で
、
情
報
支

援
ス
タ
ッ
フ
養
成
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
同
事
業
で
は
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
選
手
・
観
客
の
皆
さ
ん
に
、
手
話
や

筆
談
、
要
約
筆
記
で
お
も
て
な
し
を
す

る
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
の
養
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
養
成
に
あ
た
っ
て

は
、
県
内
の
障
害
者
団
体
を
は
じ
め
、

関
係
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
養
成

講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
、
テ
キ

ス
ト
の
検
討
・
作
成
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
準
備
段
階
で
は
募
集
や
養
成
講
座

の
運
営
、
各
会
場
へ
の
配
置
計
画
な
ど

の
様
々
な
検
討
・
対
応
が
必
要
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

全
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
た
時
期
と

重
な
り
、
参
考
に
な
る
他
県
で
の
大
会

も
中
止
と
な
る
な
ど
、
多
く
の
困
難
を

抱
え
て
の
準
備
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
、
20
年

　
２
０
２
２
年
に
県
内
で
開
か
れ
た
第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」、
第
22
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
で

は
、各
会
場
で
た
く
さ
ん
の
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
が
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
引
き
継
ぐ
た
め
、と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、今
年
度
、

県
内
各
地
を
巡
る
手
話
・
要
約
筆
記
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
「
い
ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

約
６
０
０
人
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録



November 2023 No.511ふくしとちぎ

3

表
彰
の
通
訳
な
ど
も
担
当
し
ま
し
た
。

　
「
手
話
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
聴

覚
障
害
者
も
活
動
し
、
聴
覚
に
障
害

の
あ
る
選
手
や
観
客
に
情
報
を
提
供
し

ま
し
た
。「
筆
談
・
手
書
き
要
約
筆
記
」

で
は
、
情
報
保
障
席
に
設
置
し
た
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
競
技
の
進
行
状
況
を
書

い
て
知
ら
せ
た
り
、
手
持
ち
の
バ
イ
ン

ダ
ー
を
使
っ
て
筆
談
で
の
案
内
を
実

施
し
ま
し
た
。「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
」

で
は
、
各
会
場
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
「
お

も
て
な
し
広
場
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
催

し
な
ど
の
音
声
情
報
を
、
モ
ニ
タ
ー
に

文
字
で
表
示
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
や
、
大
会
前
の
主

要
駅
で
の
案
内
も
含
め
て
、
一
連
の
大

会
で
活
動
し
た
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」

は
延
べ
１
６
４
７
人
に
上
り
ま
し
た
。

特
に
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
で

は
延
べ
９
６
０
人
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
参

加
し
た
人
た
ち
か
ら
は
「
健
聴
者
と
ろ

う
者
が
一
緒
に
活
動
で
き
、
思
い
出
に

残
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
」「
手
話
は

初
心
者
で
し
た
が
、
多
く
の
人
た
ち
と

感
動
を
共
有
で
き
ま
し
た
」「
パ
ソ
コ

ン
要
約
筆
記
の
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
大
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

お
手
伝
い
が
で
き
ま
し
た
」「
す
ば
ら

し
い
大
会
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
で

き
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」
な
ど
の
感
激
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」

の
幅
広
い
活
動
は
大
き
な
実
績
を
残
し

ま
し
た
。
と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供

施
設
と
し
て
、
手
話
や
字
幕
付
き
の
映

像
作
品
貸
し
出
し
や
手
話
通
訳
者
・
要

約
筆
記
者
の
養
成
・
研
修
・
派
遣
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
事
業
を

通
じ
て
で
き
た
つ
な
が
り
や
機
運
を
活

用
し
、
聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い

人
へ
の
理
解
促
進
や
意
思
疎
通
支
援
の

充
実
に
向
け
、
さ
ら
に
事
業
の
推
進
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
今
年
度
、
手

話
・
要
約
筆
記
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
「
い

ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
県
か
ら
の

委
託
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

約
筆
記
」「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
」
の

３
種
別
に
分
け
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
22
年
に
は
、
研
修
を
積
ん

だ
「
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
が
、
５
月

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、「
い
ち
ご
一
会

と
ち
ぎ
国
体
」、「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

大
会
」
の
各
大
会
で
活
躍
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
場
所
は
、各
競
技
会
場
の
「
情

報
保
障
席
」（
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
に
、

手
話
や
要
約
筆
記
で
競
技
の
様
子
や
会

場
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
を
伝
え
る
席
）
の

ほ
か
、
県
内
の
駅
や
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ

ア
ム
と
ち
ぎ
に
設
置
さ
れ
た
案
内
所
な

ど
で
す
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
選
手
が

出
場
す
る
競
技
で
は
、
選
手
の
招
集
や

【2022 年の大会から】パソコンを使って要約筆記を入力します

【2022 年の大会から】競技会場のモニターに手話や文字を映して情
報を提供

【2022 年の大会から】事前に決まっている文章などは先に書いておいて
掲示します

大
き
な
実
績
残
し
た

情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
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日
程
は
い
ず
れ
も
日
曜
日
で
、
今
年

度
、「
県
北
」
が
７
月
16
日
・
９
月
24

日
・
11
月
26
日
、「
県
東
」
が
７
月
30

日
・
10
月
８
日
・
12
月
10
日
、「
県
西
」

が
８
月
20
日
・
10
月
22
日
・
１
月
21
日
、

県
南
が
９
月
10
日
・
11
月
19
日
・
２
月

４
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

各
日
と
も
に
「
手
話
」
と
「
要
約

筆
記
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）」
の
両

方
の
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
で
多
く
の
方
が
受
講
し
て
い

ま
す
。
内
容
は
各
会
場
と
も
同
じ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
、「
手
話
」「
要
約
筆
記
」

の
初
歩
の
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。
各

地
域
と
も
に
、
多
く
の
方
が
手
話
・
要

約
筆
記
両
方
の
講
座
に
参
加
す
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

日
光
市
で
開
か
れ
た
第
１
回
講
座
を

訪
ね
ま
し
た
。「
要
約
筆
記
」
で
は
、「
聞

こ
え
な
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？
」「
筆

談
と
要
約
筆
記
の
違
い
」「
実
技
」
な

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、

県
内
を
「
県
北
（
那
須
塩
原
市
東
那
須

野
公
民
館
）」「
県
東
（
茂
木
町
町
民
セ

ン
タ
ー
）」「
県
西
（
日
光
市
中
央
公
民

館
・
日
光
市
大
沢
公
民
館
）」「
県
南
（
佐

野
市
中
央
公
民
館
）」
の
４
地
域
に
分

け
て
、
自
分
の
参
加
し
や
す
い
会
場
を

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
・

協
力
者
に
は
、
障
害
者
団
体
や
関
係
団

体
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

話
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
」
と
し
、

募
集
対
象
は
「
手
話
で
ろ
う
者
と
日
常

会
話
が
で
き
る
程
度
の
方
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「（
県
内
各
市

町
で
開
催
し
て
い
る
）
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
修
了
者
ま
た
は
手
話
検
定
３
級

保
持
者
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
要
約
筆
記
」
の
講
座
は
、

目
的
と
し
て
「
要
約
筆
記
の
活
動
を
知

り
、
実
際
に
要
約
筆
記
を
体
験
す
る
」

と
な
っ
て
お
り
、
募
集
対
象
は
「
要
約

筆
記
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）
に
関
心

の
あ
る
方
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
手
塚
誠
一
所
長
は
「
昨

年
の
大
会
で
『
情
報
支
援
ス
タ
ッ
フ
』

と
し
て
活
動
し
た
方
々
を
中
心
に
、
幅

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
両
大

会
を
通
し
て
経
験
し
た
手
話
や
要
約
筆

記
へ
の
興
味
・
関
心
を
未
来
へ
つ
な
げ

る
こ
と
が
、今
回
の
『
い
ち
ご
一
会
キ
ャ

ラ
バ
ン
』
の
大
き
な
目
的
で
す
」
と
話

し
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
手
話

通
訳
者
養
成
講
習
会
」「
要
約
筆
記
者

養
成
講
習
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、「
い

ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、
そ
れ
ら

へ
の
参
加
を
促
し
、
県
内
の
手
話
通
訳

者
・
要
約
筆
記
者
を
増
や
す
一
助
と
し

　
「
い
ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
開

催
趣
旨
と
し
て
、「
２
０
２
２
年
に
開

催
さ
れ
た
『
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・

と
ち
ぎ
大
会
』
の
レ
ガ
シ
ー
を
受
け
継

ぎ
、
県
内
各
地
を
巡
っ
て
、
手
話
通
訳

者
や
要
約
筆
記
者
の
養
成
に
つ
な
げ
る

た
め
講
座
を
開
催
す
る
取
り
組
み
」
と

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
座
は
「
手
話
」

と
「
要
約
筆
記
」
の
２
種
類
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

手
話
の
講
座
は
、
目
的
を
「
手
話
通

訳
者
養
成
講
座
の
受
講
を
目
標
に
、
手

大
会
で
経
験
し
て
得
た

興
味
や
関
心
を
つ
な
ぐ

実
技
を
交
え
て
参
加
者
同
士
の

ペ
ア
で
要
約
筆
記
の
実
技
体
験

話した言葉を要約して文字におこす練習です

要約筆記の文字はスクリーンに映し出されます

県
内
４
地
域
の
会
場
で

３
日
間
ず
つ
講
座
実
施
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講
習
も
加
わ
り
ま
す
。

　

手
塚
所
長
は
「
ど
の
会
場
で
も
皆
さ

ん
に
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
、
県
内
で
手
話
通

訳
者
・
要
約
筆
記
者
と
し
て
活
動
し
て

も
ら
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
大
会
で
関
心
が
高
ま
っ
て

き
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
の
機
運
を
逃

さ
ず
、
手
話
や
要
約
筆
記
に
関
心
を

持
っ
た
方
が
、
も
う
一
歩
踏
み
出
す
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
、「
い
ち
ご
一
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

へ
の
期
待
を
語
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
講
師
や
ろ
う
協
力

者
、
参
加
者
を
相
手
に
し
て
、
自
分
の

１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
手
話
で
表
現

し
て
み
る
演
習
を
行
い
ま
し
た
。「
表

情
を
豊
か
に
、
具
体
的
に
表
現
す
る
こ

と
が
大
切
」
ま
た
、「
主
語
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
も
重
要
」
な
ど
、

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
熱

心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
日
常
的

な
会
話
な
ら
手
話
で
表
現
で
き
る
受
講

生
が
多
く
、
会
場
に
は
談
笑
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
講
座
は
回
を
重
ね
る
中
で
徐
々
に

高
度
な
内
容
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
要
約
筆
記
で
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

ル
」
と
呼
ば
れ
る
ロ
ー
ル
状
の

フ
ィ
ル
ム
に
マ
ジ
ッ
ク
で
要
約

し
て
い
く
演
習
も
実
施
し
ま
し

た
。

　

体
験
し
た
人
た
ち
か
ら
は

「
か
な
り
意
識
し
な
い
と
大
き

な
文
字
は
書
け
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」「
聞
き
な
が
ら

他
の
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
文
字
に

し
て
い
く
の
は
難
し
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は「
要

約
筆
記
の
習
得
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
大
い
に

役
立
ち
ま
す
。
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
手
話
」
の
講
座
で
は
、
ま
ず
昨
年

の
大
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、「
情

報
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
の
活
躍
し
た
様
子

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
情
報
支
援
ス

タ
ッ
フ
」
と
し
て
関
わ
っ
た
受
講
生
か

ら
、
手
話
で
自
身
の
体
験
の
感
想
を
聞

く
な
ど
の
や
り
取
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

ど
の
内
容
で
進
行
。
聴
覚
障
害
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
状
況
を
分
析
し
、

文
字
や
手
話
な
ど
の
視
覚
情
報
の
重
要

性
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

要
約
筆
記
は
「
発
言
者
の
話
を
聞
き
、

発
言
者
の
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
要
約

し
て
書
く
『
通
訳
行
為
』」
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

筆
記
し
た
文
字
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
す
機
械
を
用
い
て
、
講
師
・
協
力

者
が
わ
ざ
と
分
か
り
に
く
い
要
約
を
示

す
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
さ
ら
に
、
参
加
者
同
士
で
ペ
ア

を
組
ん
で
、
一
人
が
自
己
紹
介
を
し
、

も
う
一
人
の
聞
き
手
が
そ
れ
を
「
ロ
ー

参加者同士で手話の練習をします

手話では表情豊かに表現することが大切

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

手
話
に
よ
る
会
話
を
実
践

手話のポイントを伝授する講師

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
と

し
て
活
躍
す
る
人
材
に
期
待
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第
19
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
記
念
大
会
）
が
、
９
月

下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
、
宇
都
宮
市
内
各
所
の
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
、（
特
非
）
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
が
主
催
。
昨
年
の
「
い
ち
ご
一
会
と

ち
ぎ
大
会
」
の
レ
ガ
シ
ー
の
大
会
と
し
て
、
各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

は
、
開
会
式
後
、「
陸
上
競
技
」
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
１
０
０
メ
ー
ト

ル
走
や
走
幅
跳
な
ど
の
ほ
か
、
30
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
に
あ
る
旗
門
を
車
い

す
で
通
過
し
て
競
う
「
ス
ラ
ロ
ー
ム
」、

大
豆
を
入
れ
た
袋
を
投
げ
る
「
ビ
ー
ン

バ
ッ
ク
投
」
な
ど
15
種
目
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
選
手
が

力
走
し
て
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
ス
タ
ジ
ア
ム
に
隣
接
し
た
多
目
的

広
場
で
は
、
円
盤
を
投
げ
て
競
う
「
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
実
施
。「
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
を
始
め
て
か
ら

８
年
ほ
ど
に
な
る
と
い
う
斉
藤
啓
維
さ

ん
（
高
根
沢
町
）
は
「
投
げ
て
う
ま
く

い
っ
た
時
の
面
白
さ
は
最
高
で
す
。
成

績
に
は
悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
大
会
で
青
空
の
下
で
楽
し
く

で
き
ま
し
た
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

県
総
合
運
動
公
園
内
の
日
環
ア
リ
ー

ナ
栃
木
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
車

い
す
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
響

き
ま
し
た
。「
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
」
で
す
。
勢
い
余
っ
て
車
い
す
ご
と

横
転
す
る
選
手
も
。
迫
力
満
点
の
熱

い
戦
い
に
観
客
も
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
多
目
的
ス
タ
ジ

オ
で
は
、
反
対
に
「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
」
の
静
か
な
戦
い
。
音
だ
け

を
頼
り
に
打
ち
合
う
緊
迫
し
た
試
合
が

続
き
ま
し
た
。

　

同
日
は
こ
の
ほ
か
、
県
総
合
運
動
公

園
内
の
各
競
技
場
で
、「
卓
球
」「
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」「
グ

ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」「
フ
ッ
ト
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ

ア
ム
と
ち
ぎ
に
は
、
栃
木
県
社
会
福
祉

　

今
回
の
大
会
は
「
い
ち
ご
一
会
と

ち
ぎ
大
会
」
で
の
す
べ
て
の
正
式
競

技
を
開
催
。
９
月
23
日
を
皮
切
り
に

11
月
４
日
ま
で
、
県
総
合
運
動
公
園

は
じ
め
、
宇
都
宮
市
内
の
各
競
技
会
場

で
実
施
し
、
大
会
の
運
営
に
あ
た
っ
た

関
係
者
は
８
０
０
人
を
超
え
、
選
手
も

１
３
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

県
総
合
運
動
公
園
の
カ
ン
セ
キ
ス

タ
ジ
ア
ム
と
ち
ぎ
で
は
、
９
月
24
日
、

開
会
式
や
陸
上
競
技
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
各
運
動
施
設
で
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
な
ど
８
競
技
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
同
日
は
爽
や
か
な
青
空
で
、
絶
好

の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
。
開
会
式
に
は
選
手

や
選
手
団
役
員
、
一
般
観
客
な
ど
約

３
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
田

富
一
知
事
は
手
話
を
交
え
な
が
ら
、
激

励
の
あ
い
さ
つ
。
加
治
佐
博
昭
選
手
が

力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

カ
ン
セ
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
と
ち
ぎ
で

「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
大
会
」
の
レ
ガ
シ
ー

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

各
競
技
会
場
で
熱
戦
を
展
開

特集2３
０
０
０
人
が
集
う

力強く宣誓する加治佐博昭選手

激しくぶつかり合う車いすバスケットボールは迫力満点

迫
力
に
満
ち
た
戦
い

力
走
に
大
き
な
拍
手

事
業
所
が
シ
ョ
ッ
プ
出
店
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協
議
会
「
と
ち
ぎ
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
」

に
名
を
連
ね
る
県
内
の
障
害
者
就
労
支

援
事
業
所
の
中
か
ら
、
５
事
業
所
が

シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
ま
し
た
。
手
作
り

小
物
や
焼
き
菓
子
、
パ
ン
な
ど
が
店
頭

に
並
び
、
選
手
や
観
戦
に
訪
れ
た
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

佐
野
市
に
拠
点
を
お
く
社
会
福
祉
法

人
「
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
」
が
運
営
す
る

「
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森　

あ
か
み
工
房
」は
、

手
作
り
せ
っ
け
ん
や
連
携
す
る
農
家
か

ら
委
託
さ
れ
た
花
な
ど
を
販
売
し
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
宮
口
駿

人
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
厳
し
い
状
況
で

し
た
。
こ
う
い
う
機
会
は
本
当
に
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

競技名等 期日 会場
開会式・閉会式 9/24（日） 栃木県総合運動公園 カンセキスタジアムとちぎ

個
人
競
技

陸上競技 9/24（日） 栃木県総合運動公園 カンセキスタジアムとちぎ
水泳 11/4（土） 日環アリーナ栃木 屋内水泳場
アーチェリー 9/24（日） みずほの中央公園 アーチェリー場
卓球 9/24（日） 日環アリーナ栃木 サブアリーナ
サウンド
テーブルテニス 9/24（日） 日環アリーナ栃木 多目的スタジオ A・B

フライング
ディスク 9/24（日） 栃木県総合運動公園 多目的広場（投てき場）

ボッチャ 9/24（日） とちぎ福祉プラザ  障害者スポーツセンター
ボウリング 9/30（土） 宇都宮第二トーヨーボウル

団
体
競
技

バスケット
ボール 9/24（日） 日環アリーナ栃木 メインアリーナ

車いすバスケッ
トボール 9/24（日） 日環アリーナ栃木 メインアリーナ

ソフトボール 9/24（日） 栃木県総合運動公園 軟式野球場 B
グランドソフト
ボール 9/24（日） 栃木県総合運動公園 軟式野球場 A

バレーボール 9/23（土） 日環アリーナ栃木 メインアリーナ
サッカー 9/23（土） 栃木県総合運動公園 サッカー場 A
フットソフト
ボール 9/24（日） 栃木県総合運動公園 軟式野球場 C

オープン競技
（卓球バレー） 10/15（日） とちぎ福祉プラザ  障害者スポーツセンター

実施競技・期日・会場

カンセキスタジアムとちぎでは「とちぎセルプセ
ンター」の事業所がショップを出店
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【内容】成年後見制度の目的や内容、活用事例の紹介
【受付】12：30 【開会】13：00
【講演】13：10～ 15：10 【定員】100名
【講師】宇都宮家庭裁判所　主任書記官／関良一氏
 成年後見センター　リーガルサポートとちぎ支部／佐伯祐子氏
● 個別相談会　15：20～　定員9組
　弁護士、司法書士、社会福祉士といった専門家に成年後見制度の利用をはじめと
した相談が無料で受けられます。（事前申込制）

初めてでもよくわかる！成年後見制度普及啓発セミナー in那須烏山
令和5年 12月 1日（金）
13：00～ 15：10
那須烏山市烏山公民会

（那須烏山市中央 2 丁目 13-8）

■お申込み・お問い合わせ先
　那須烏山市社会福祉協議会　地域協働課　自立支援係　TEL　0287-88-7881／FAX　0287-88-9747

11/15日水
参 加 申 込 締 切

　８月 29 日（火）にとちぎ福祉プラザ多目的ホールで、
第 29 回栃木県民福祉のつどいを開催しました。
　当日は、各表彰分野の受彰者を招待した式典のみの開催
となりました。
　表彰式では、主催６団体（栃木県身体障害者団体連絡協
議会、栃木県心身障害児者親の会連合会、栃木県ひとり親
家庭福祉連合会、栃木県共同募金会、栃木県社会福祉協議
会、栃木県）の表彰が行われ、表彰式後には、栃木県ひと
り親家庭福祉連合会の栗橋幸子会長が県民福祉宣言を朗読
し、参加者の拍手をもって採択されました。        

第29回栃木県民福祉のつどい

県民福祉宣言をする栗橋会長

　栃木県及び宇都宮市への社会福祉に関する要望を本会で取りまとめ、９月７日（木）に栃木県、９月 13 日（水）
に宇都宮市に要望書を手渡しました。

社会福祉に関する要望

　◎栃木県及び宇都宮市に要望をした団体
　〇栃木県に要望をした団体

◎栃木県社会福祉法人経営者協議会
◎（一社）栃木県老人福祉施設協議会
◎（特非）栃木県障害施設・事業協会
◎栃木県社会就労センター協議会
◎（一財）栃木県身体障害者福祉会連合会
◎栃木県私立保育連盟
◎（公財）栃木県ひとり親家庭福祉連合会
◎栃木県社会福祉協議会
○ 栃木県地域包括・在宅介護支援センター

協議会
○（一財）栃木県老人クラブ連合会
○（一社）栃木県手をつなぐ育成会
○栃木県児童養護施設等連絡協議会

【宇都宮市】
8 団体から取りまとめた要望書を栃木県身体障害者福祉会連合会の
麦倉会長（写真右）から高野子ども部長（写真左）に手渡しました。

【栃木県】
12 団体から取りまとめた要望書を本会の関根会長（写真左）から

岩佐保健福祉部長（写真右）に手渡しました。 【要望団体】



November 2023 No.511ふくしとちぎ

い
ま
す
。
冊
子
に
合
わ
せ
て
教
師
用
の

手
引
き
を
作
成
し
、
具
体
的
な
活
用
例

な
ど
も
記
載
し
ま
し
た
。
同
社
協
の
大

場
い
づ
み
地
域
福
祉
係
長
は
「
現
場
の

先
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
多

様
な
教
科
で
活
用
し
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
関
わ
っ
た
人
た
ち
の
相
互
理

解
も
深
ま
り
、『
地
域
で
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
』
と
の
思
い
が
詰

ま
っ
た
副
読
本
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
昨

年
度
、
福
祉
教
育
副
読
本
「
と
も
に

生
き
る
」
を
発
行
し
ま
し
た
。「
小
学

校
１
・
２
・
３
年
用
」「
小
学
校
４
・
５
・

６
年
用
」「
中
学
生
用
」
の
３
種
類
で
、

１
９
９
２
年
度
の
初
版
発
行
以
降
、
今

回
が
７
回
目
の
改
訂
で
す
。

　

同
社
協
は
昨
年
７
月
、
教
育
・
福
祉
・

障
害
者
と
そ
の
保
護
者
・
地
域
の
方
な

ど
の
各
関
係
者
に
呼
び
か
け
、「
お
お

た
わ
ら
小
・
中
学
校
福
祉
教
育
（
ふ
く

し
共
育
）
研
究
会
」
を
設
置
。
改
訂
内

容
の
詰
め
や
執
筆
に
取
り
組
み
、
今
年

３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
最
も
重
要
視

し
た
テ
ー
マ
は
「
多
様
性
」
と
「
自
分

が
困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
つ
な
が
り

を
つ
く
る
」
と
い
う
点
で
し
た
。
深
刻

さ
を
増
す
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
な
ど

を
想
定
し
、
相
談
機
関
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
掲
載
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

副
読
本
は
市
内
全
域
の
小
中
学
校
に

配
布
さ
れ
、
現
在
、
授
業
で
使
わ
れ
て

＊
市
町
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
＊

  
大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
教
育
副
読
本
「
と
も
に
生
き
る
」
発
行

「ともに生きる」で学ぶ

9
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　これまで、とちぎ福祉プラザ及び障害者スポーツセンター利用料金は、足利銀行専用振込用紙
を用いて、足利銀行窓口で振り込みをする場合、振込手数料が免除されていました。
　このたび、令和 6 年 2 月 1 日利用許可分から、コンビニ収納に変更する予定です。
　コンビニエンスストアで払い込みをする場合は、振込手数料はかかりません。（振込手数料は
とちぎ福祉プラザで負担します。）
　銀行（ゆうちょ銀行を除く）から払い込む場合は、その銀行所定の振込手数料がかかります。
なお、ゆうちょ銀行からの払い込みはできません。
　変更により、コンビニエンスストアにおいて、24 時間、365 日、キャッシュレスでも支払い
が可能になりますので、ご理解とご協力をお願いします。

とちぎ福祉プラザ及び障害者スポーツセンター利用料金の
支払方法がコンビニ収納に変わります（予定）

○●相談内容例●○

・パソコン上のデータをスマホに転送したい。
・iphone を購入したので、初期設定をサポートしてほしい。
・スマホへの連絡先の登録方法を教えてほしい。
・パソコンがインターネットにつながらなくなってしまった。
・MyBook（視覚障害者向け PC ソフト）での録音図書の検索方法を学びたい。

「スマホを買いたいが、使いこなせるか心配…」
「プレクストーク（録音図書読書器）の基本的な操作を教えてほしい…」
「電話リレーサービスの登録のサポートをしてほしい…」

このようなお困りごとがありましたら、お気軽にご相談ください。
センターの相談員やパソコンボランティアが対応いたします。

受付時間：月曜～土曜の9：00～ 17：00
日曜・祝日（土曜は除く）・年末年始（12/29～ 1/3）はお休み

TEL：028-612-5213
FAX：028-627-6880
メール：ict@tochigikenshakyo.jp

また、お知り合いの方にもセンターで相談を受け付けていることをお伝えいただければ幸いです。

栃木県障害者 ICTサポートセンターでは、
視覚・聴覚に障害のある方からのパソコンやスマホといった
ICT機器に関する相談を、随時受け付けております。

※来所相談は事前予約が必要です。
※ 相談内容によっては対応できない場合が

ありますので、ご了承ください。


